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大
阪
府
当
局
は
府
職
労
本
部

に
対
し
て
平
成

年
度
組
織
機

構
改
正
に
つ
い
て
（
案
）
と
平

成

年
度
当
初
条
例
定
数
（
一

般
行
政
）
部
門
の
改
正
に
つ
い

て
（
案
）
さ
ら
に
非
常
勤
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
改
正
案
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

組
織
機
構
改
正
に
つ
い
て
今

回
は
部
関
係
の
「
改
正
」
は
な

く
、
大
く
く
り
室
や
課
の
新
設

再
編
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
政
策
企
画
部
に
お

い
て
大
阪
市
堺
市
と
の
連
携
を

担
う
「
政
令
市
連
携
課
」
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
や
、
総
務

部
に
出
資
法
人
課
を
設
置
し
、

試
験
研
究
機
関
の
地
方
独
立
法

人
化
に
む
け
組
織
再
編
す
る
な

ど
、
橋
下
知
事
の
考
え
が
色
濃

く
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
先

機
関
の
統
廃
合
で
は
家
畜
保
健

衛
生
所
を
現
行
箇
所
を
箇
所

に
統
合
す
る
案
に
な
っ
て
い
ま

す
。条

例
定
数
に
つ
い
て
は
知
事

部
局
で

、
知
事
部
局

以
外
で

の
合
計

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

月

日
に
戦
略
本
部
会
議
に
提
示

し
た
「
平
成

年
度
人
員
体
制

編
成
要
領
（
案
）」
内
容
の
「
平

成

年
度
に
つ
い
て
は

人
の
職
員
数
の
削
減
」
の
な
い

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
平
成

年

度
の
職
員
数
と
し
て

人
規
模
を
見
通
し
た
上
で
、

年
度

年
度
の

年
間

で

人
の
職
員
削
減
を
め

ざ
す
の
も
で
あ
り
、
職
場
実
態

を
無
視
し
、
人
員
削
減
あ
り
き

の
提
案
で
あ
り
、
断
じ
て
ゆ
る

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

各
職
場
ご
と
の
定
数
提
案
が
で

て
き
ま
す
が
、
職
場
の
状
況
を

踏
ま
え
た
議
論
で
当
局
提
案
を

跳
ね
返
し
ま
し
ょ
う
。

極
的
に
登
用
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
知
事
に
た
い
す
る
助

言
や
部
局
長
・
所
属
長
な
ど
へ

の
助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
さ
に
「
政
治
任
用
し
た
非
常

勤
」
で
あ
り
、
今
、
職
場
で
働

い
て
い
る
非
常
勤
職
員
の
報
酬

の
引
上
げ
を
目
指
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
橋
下
知
事
の

引
き
で
助
言
を
し
て
く
れ
る
人

に
は
高
い
報
酬
を
支
払
い
、
職

場
で
ま
じ
め
に
こ
つ
こ
つ
と
働

い
て
い
る
非
常
勤
の
待
遇
改
善

を
行
わ
な
い
の
は
全
く
お
か
し

い
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。

府
職
労
は
職
場
の
人
員
削
減

に
反
対
す
る
と
同
時
に
非
正
規

で
働
い
て
い
る
職
員
の
待
遇
改

善
を
め
ざ
し
て
、
今
春
闘
で
も

奮
闘
し
、
要
求
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

平平
成成

年年
度度
組組
織織
機機
構構
改改
正正

条条
例例
定定
数数
削削
減減

名名
のの
減減

平
成

年
度
組
織
機
構
改
正

条
例
定
数
削
減

名
の
減

非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
つ
い
て
は
「
現
行
条
例
に
お

け
る
報
酬
の
上
限
額
を
一
律
」

を
「
職
務
内
容
に
応
じ
て
上
限

額
を
規
程
す
る
」
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
条

件
に
あ
う
の
は
民
間
人
材
を
積

政
治
任
用
よ
り
真
の

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を

平成 年度当初条例定数（一般行政部門）の改正について（案）

【削減の考え方】
一般行政部門については、定数管理の取組み成果等に基づき、平成 年度から平成 年後の各年

度当初において、定数条例の改正を行ったところであるが、平成 年度当初においても、平成 年
後の定数削減の取組成果等を踏まえ、条例定数の削減を行う。

平成 年度当初において、知事部局等の職員定数条例を改正する。

条例区分 現行定数 改正後定数 増減数

知事部局一般会計

その他条例

一般行政部門 計

非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の改正案の概要

府政の課題に的確に対応するためには、民間人材の登用制度を幅広く整備し、専門的知識や知見
を有する民間人材を積極的に活用していくことが必要である。
現在、任期付職員としての採用や民間企業等経験者を対象とした社会人採用などを実施している

ところであるが、今後、これらに加え、非常勤職員としての東陽を進めるため、その職務内容や報
酬の上限額等の基本的事項を条例上、明確に規定する。

【現行条例における報酬の上限額】
現行条例では、非常勤職員の報酬について一律の上限額のみ規定している。

時間額 円
月 額 円（知事が定める特別の職務にある者については 円）

【改正の内容】
現行条例の上限額の範囲内で、職務内容に応じて報酬の上限額を規定する。

【施行日】
平成 年 月 日

その任命権者に対し、府の主要な施策に関す
る助言を行う者 円 円 部長級相当

その部局長に対し、府の施策に関する助言を
行うとともに、府政の実務に従事する者 円 円 課長級相当

府政の実務に従事するとともに、その所属長
に対し、必要に応じ府の施策に関する助言を
行う者

円 円 課長補佐級相当

知知事事がが定定めめるる特特別別のの職職務務ににああるる者者のの区区分分知事が定める特別の職務にある者の区分
報報酬酬のの上上限限額額報酬の上限額

報報酬酬のの基基準準報酬の基準
時時間間額額時間額 月月 額額月 額

業
者
数
は
、
前
年
同
月
よ
り

万
人
も
増
え
、

万
人
に

達
し
て
い
ま
す
。「
非
正
規
切

り
」
に
加
え
て
「
正
規
切
り
」

が
横
行
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
い
わ
れ
る
年
収

万
円

以
下
の
労
働
者
は
、

年
連
続

で

万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

一
方
、
大
企
業
は
、
経
済
危

機
の
も
と
で
も
、
順
調
に
内
部

一
昨
年
秋
か
ら
の
経
済
危
機

は
、
世
界
中
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
外
需
依

存
を
強
め
、
労
働
者
保
護
規
制

が
緩
和
さ
れ
て
い
た
日
本
で
は
、

首
都
東
京
に
「
派
遣
村
」
が
出

現
す
る
と
い
う
極
め
て
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

昨
年

月
の
完
全
失
業
率
は

・

％
と
、
い
ぜ
ん
と
し
て

過
去
最
悪
の
水
準
に
あ
り
、
失

留
保
を
積
み
増
し
て
い
ま
す
。

年
に

兆
円
だ
っ
た
内

部
留
保
は
、
こ
の

年
で
倍
加

し
、

兆
円
に
ま
で
ふ
く

れ
上
が
っ
っ
て
い
ま
す
。
不
況

下
で
の
こ
う
し
た
利
益
の
た
め

込
み
は
、
こ
の
間
の
相
次
ぐ
賃

下
げ
、
解
雇
・
雇
止
め
、
下
請

企
業
の
単
価
た
た
き
、
仕
事
切

り
な
ど
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
こ
そ
、

国
民
の
消
費
を
弱
め
、
内
需
を

縮
小
さ
せ
、
日
本
経
済
を
異
常

な
ま
で
の
不
況
に
落
と
し
込
ん

だ
最
大
の
元
凶
で
す
。

府
は
各
府
税
事
務
所
で
行
っ

て
い
た
自
動
車
税
の
完
納
照
会
、

問
い
合
わ
せ
等
業
務
を
ア
ク
ト

社
に

月
よ
り
委
託
。

月
か

ら
は
ア
ク
ト
社
の
社
屋
に
て
同

業
務
及
び
「
催
告
」
業
務
が
開

始
さ
れ
、
毎
日
府
下

万

台
も
の
自
動
車
登
録
・
納
税
状

況
等
の
税
務
情
報
を
民
間
企
業

に
「
提
供
」
し
て
い
ま
す
。
大

阪
府
が
常
時
監
視
で
き
な
い
庁

舎
外
に
税
務
情
報
を
持
ち
出
す

こ
と
は
全
国
で
も
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
民
間
委
託
を
推
進

す
る
総
務
省
で
さ
え
慎
重
な
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

同
委
託
の
中
止
を
求
め
る
一
万

筆
以
上
の
署
名
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
府
民
か
ら
個
人

情
報
漏
洩
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
当
局
は
、「
契
約
で

守
秘
義
務
を
課
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
う
」「
企
業
の
信
用

に
関
わ
る
の
で
情
報
漏
え
い
は

な
い
は
ず
」
な
ど
と
し
、
シ
ス

テ
ム
開
発
と
称
し
て
税
務
情
報

デ
ー
タ
の
自
由
な
加
工
ま
で
認

め
て
民
間
委
託
を
強
行
し
ま
し

た
。

で
税
務
情
報
の
保
護
が
担
保
で

き
な
い
と
反
対
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
問
題
は
単
な
る
契

府
職
労
は

月

・

日
に

府
職
労
春
闘
討
論
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

春
闘
方
針
・
要
求
書
案
の
提

案
、
全
労
連
の
伊
藤
調
査
局
長

か
ら
「
公
契
約
運
動
で
自
治
体

リ
ス
ト
ラ
の
流
れ
を
止
め
よ

う
」
と
題
し
て
記
念
講
演
、
伏

見
ふ
れ
あ
い
ユ
ニ
オ
ン
の
四
ヶ

谷
事
務
局
次
長
か
ら
組
織
拡
大

運
動
に
つ
い
て
講
演
が
さ
れ
、

つ
の
分
科
会
（
地
域
活
動
、

職
場
活
動
、
非
正
規
労
働
者
の

組
織
化
）
で
今
春
闘
の
運
動
を

討
論
し
ま
し
た
。

今
春
闘
は
、
従
来
の
大
企
業

中
心
社
会
を
継
続
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
国
民
の
懐
を
温
め
、

内
需
の
拡
大
で
経
済
を
回
復
す

る
道
に
本
格
的
に
踏
み
出
す
の

か
の
選
択
が
問
わ
れ
る
た
た
か

い
と
な
り
ま
す
。

「
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
、
貧

困
・
格
差
の
解
消
、
内
需
の
拡

大
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
誰

で
も
月
額

万
円
、
時
給

円
以
上
」
の
賃
上
げ
統
一
要

求
を
高
く
掲
げ
、
大
企
業
に
対

し
、
内
部
留
保
を
取
り
崩
し
、

雇
用
確
保
・
賃
上
げ
に
ま
わ
す

こ
と
を
強
く
要
求
し
、
政
府
に

対
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本

改
正
な
ど
「
働
く
ル
ー
ル
」
の

拡
充
、
全
国
最
賃
「
時
給

増
え
続
け
る
失
業
者
と

内
部
留
保

内
部
留
保
の
還
元
は

社
会
的
要
請

議
論
深
め
た
討
論
集
会

団
結
の
力
で
要
求
実
現
し
よ
う

日
本
経
団
連
は
先
月

日
に

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容

は
破
綻
し
た
新
自
由
主
義
路
線

に
固
執
し
た
も
の
で
、
外
需
に

依
存
し
、
企
業
が
儲
か
れ
ば
国

民
生
活
も
潤
う
と
い
う
ま
や
か

し
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
未
曾
有
の

経
済
危
機
か
ら
労
働
者
・
国
民

の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
安

定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
賃
上
げ
を
し
て
労
働

者
・
国
民
の
懐
を
暖
め
る
こ
と

が
急
務
で
す
。
消
費
購
買
力
を

高
め
、
外
需
頼
み
か
ら
脱
し
て

内
需
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
企
業

の
内
部
留
保
に
つ
い
て
「
現
金

な
ど
で
保
有
し
て
お
ら
ず
取
り

崩
せ
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

大
企
業
は
換
金
で
き
る
証
券
投

資
に
多
く
を
振
り
向
け
て
お
り
、

一
部
を
取
り
崩
す
だ
け
で
も
、

大
幅
賃
上
げ
や
非
正
規
労
働
者

の
正
社
員
化
は
可
能
で
す
。
下

請
け
単
価
引
き
上
げ
な
ど
と
併

せ
て
、
内
部
留
保
を
労
働
者
と

中
小
企
業
に
還
元
す
る
こ
と
は
、

い
ま
や
大
企
業
に
対
す
る
社
会

的
要
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月

日
付
毎
日
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
と
お
り
、「
大

阪
版
市
場
化
テ
ス
ト
」
で
民
間
委
託
が
強
行
さ
れ
た
「
自

動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
委
託
契
約
に
お
い
て
、
委

託
先
企
業

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
（
以
下
、

「
ア
ク
ト
社
」）
の
契
約
違
反
が
発
覚
、
民
間
委
託
そ
の

も
の
の
危
険
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪版版版版版版版版版版版市市市市市市市市市市市場場場場場場場場場場場化化化化化化化化化化化テテテテテテテテテテテススススススススススストトトトトトトトトトト大阪版市場化テスト

約
上
の
問
題
で
は
な
く
、
民
間

委
託
そ
の
も
の
が
持
つ
根
本
問

題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

の
担
保
は
「
契
約
上
の
守
秘
義

務
」
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
違
約

金
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
例
に
限
ら
ず
、
民
間

で
は
再
委
託
は
日
常
的
に
行
わ

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

も
再
委
託
は
当
然
想
定
さ
れ
た

は
ず
で
す
が
、
監
理
委
員
会
で

そ
の
問
題
に
つ
い
て
の
十
分
な

検
討
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
事
態
は
、
個
人
情
報
の

保
護
よ
り
も
民
間
委
託
あ
り
き

を
優
先
し
た
結
果
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

円
以
上
」
の
実
現
、
社
会

保
障
制
度
の
充
実
な
ど
を
求
め
、

職
場
・
地
域
か
ら
の
運
動
を
構

築
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
た
た

か
う
労
働
組
合
の
存
在
が
極
め

て
重
要
な
状
況
の
も
と
、
組
織

の
拡
大
・
強
化
に
全
力
を
あ
げ

ま
す
。

当
局
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
今
回
の
契
約
違
反

の
構
図
は
上
図
の
と
お

り
で
あ
り
、
府
が
関
知

す
る
こ
と
な
く
シ
ス
テ

ム
関
連
業
務
が
再
委
託
、

再
々
委
託
さ
れ
、
民
間

企
業
間
で
府
民
情
報
が

や
り
と
り
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

府
職
労
は
、
当
初
よ

り
契
約
上
の
守
秘
義
務

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
け

平成 年度組織改正について（案）

本庁室課の組織改正は処務規定を改正予定。
出先機関の組織改正は 月議会に各設置条例の改正案を提出予定。

（ ）政策企画部
現 行 改 正 後

政令市連携課

（ ）総務部

現行 改正後

府民活動推進課 （ ）

男女共同参画課 （ ）

府政情報室 （ ）

広報課
府民課
情報公開課

国際交流課 （ ）

都市魅力創造局
都市魅力課
文化課
生涯スポーツ振興課
観光課

府民文化総務課 （ ）

男女共同参画 課 （ ）

府政情報室 （ ）

都市魅力創造局
都市魅力課
文化課
生涯スポーツ振興課
国際交流・観光課 （ ）

（ ）府民文化部

（ ）福祉部

（ ）健康医療部

（ ）商工労働部

（ ）環境農林水産部

（ ）住宅まちづくり部

（ ）教育委員会事務局

堺市への移管に伴い、泉北考古資料館を廃止（設置条例に
ついては改正済）。

現行 改正後

住宅経営室
住宅企画課
住宅整備課
住宅管理課

住宅経営室
経営管理課
住宅整備課
施設保全課

現 行 改正後

金融室
金融支援課
貸金業対策課

産業開発研究所

金融支援課
貸金業対策課

現行 改正後

保健医療室
医療対策課
健康づくり課
地域保健感染症課

病院事業課

保健医療室

医療対策課
医事看護課

健康づくり課
地域保健感染症課

現行 改正後

農政室
推進課
整備課
農業協同組合課

家畜保健衛生所（北部 南部）

検査指導課

農政室
推進課
整備課

家畜保健衛生所

現行 改正後

地域福祉推進室
地域福祉課
社会援護課
法人指導課
事業者指導課

高齢介護室
介護支援課
施設化

障がい福祉室
計画推進課
自律支援課
地域生活支援課
施設福祉課

地域福祉推進室
地域福祉課
社会援護課
法人指導課

高齢介護室
介護支援課
施設課
居宅事業者課

障がい福祉室
障がい福祉企画課
自律支援課
地域生活支援課
生活基盤推進課

現 行 改 正 後

契約局
契約総務課
契約第一課
契約第二課

出資法人課

契約局
契約総務課
建設工事契約課
委託物品契約課

「
大
阪
版
市
場
化
テ
ス
ト
」

は
条
例
上
の
根
拠
を
持
た
ず
、

議
会
の
承
認
も
得
て
い
な
い

人
の
監
理
委
員
が
絶
大
な
権
限

を
持
ち
、
民
間
開
放
の
適
否
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
第

回
大
阪
版
市
場
化
テ

ス
ト
監
理
委
員
会
」（

・

・

）
で
は
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
再
委
託
が
情

報
管
理
の
面
で
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
を
認
識
し
、
府
の
施
設
外

で
は
そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
「
慎
重
に
扱
う
べ
き
」

な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

具
体
的
対
策
は
契
約
上
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
の
設
定
に
し
か
言
及
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
ア
ク
ト

社
で
言
え
ば
、
府
民
の
財
産
や

信
用
に
関
わ
る
税
務
情
報
保
護

監
理
委
、
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
を
認
識

親
会
社

西
に
業
務
改
善
命
令

市
場
化
テ
ス
ト
が
持
つ
問
題
点
が
現
実
に

し
か
も
、
親
会
社
で
あ
り
再

委
託
先
で
あ
る

西
日
本

は
、

万
件
も
の
個
人
情
報
を

組
織
的
・
違
法
に
流
用
し
た
こ

と
で
、

日
に
総
務
大
臣
か
ら

業
務
改
善
命
令
を
受
け
、
大
阪

府
も
入
札
参
加
資
格
を

ヶ
月

停
止
と
し
た
企
業
で
す
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
損
害
賠
償

請
求
を
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
問
題
で
処
分
を

受
け
た
企
業
の

％
子
会

社
に
税
務
情
報
を
提
供
し
続
け

る
こ
と
自
体
が
府
民
に
説
明
で

き
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
税
務
業
務
以
外
で
も
、

業
務
委
託
に
よ
り
、
府
職
員
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
年
々
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
委
託
先
業
務
の

チ
ェ
ッ
ク
そ
の
も
の
が
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
主
権
者
で
あ
る
府

民
の
権
利
義
務
に
直
結
す
る
問

題
で
す
。

さ
ら
に
、
委
託
さ
れ
た
業
務

は
派
遣
労
働
や
契
約
社
員
な
ど

の
不
安
定
雇
用
で
担
わ
れ
る
こ

と
が
常
で
あ
り
、
ア
ク
ト
社
の

場
合
は

人
の
オ
ペ
レ
ー

タ
を
雇
用
し
、
短
期
間
の
う
ち

に

人
が
退
職
し
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
府
民
の
雇
用
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

自
ら
は
不
安
定
雇
用
を
前
提
と

し
た
民
間
開
放
を
進
め
る
こ
と

は
、
行
政
の
役
割
に
逆
行
す
る

も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
回
の
事
態
は
、
府
民
不
在

の
民
間
委
託
が
納
税
者
の
権
利

を
侵
害
し
、
情
報
さ
え
守
れ
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
府
職
労
、
府
民
か
ら

の
指
摘
が
現
実
と
な
っ
た
今
、

府
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

情
報
保
護
を
最
優
先
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
自
動
車

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
府
税
窓

口
業
務
等
の
民
間
委
託
計
画
を

白
紙
撤
回
し
、「
大
阪
版
市
場

化
テ
ス
ト
」
の
抜
本
的
見
直
し

を
直
ち
に
行
な
う
べ
き
で
す
。

大
阪
版
市
場
化
テ
ス
ト
の
抜
本
見
直
し
を
！


